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このテキストで例題に取り上げる主な有名人

実占１

キャロライン・ケネディさん

実占２

坂口良子さん

実占３

マーガレット・サッチャーさん

三國連太郎さんと佐藤浩市さん

実占４

浅田真央さんとキム・ヨナさん

実占５

島倉千代子さん

実占６

猪瀬直樹さん
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実占１
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キャロラインケネディさん

これを見ている時点は、日本大使になる可能性大と言う段階で、例題にさせて

頂いています。

キャロライン ケネディ 1957年 11月 27 日

これを、例題にと思ったのは、非常に分かりやすい六親法だった事でもあるの

ですが、

宿命の条件を見て行くと、

東西天剋地中です。母親が辛金、父親は丁火ですから、年干支に両親が入って

いて、完全に親を倒す配列になっています。

こういう形は、親の柱とシーソーゲームが基本ですが、初旬条件を見ます。

初旬に、四大位相法が付いているとか、初旬天中殺だとかとなれば、かなり

親克型の条件が重なるのですが、この場合には、それがありません。

ただし、ここでは、親剋しの要素として、

初旬壬子 年干干合

初旬が年干と干合している場合には、直訳は“親に捨てられる”と見ます。

ただし、これも、これ１つだけでは、それほど極端な形にはならず、すべては

足し算なのですが、

どちらにしても、年干は父座でもあり、その上の先祖の流れの目上の場所でも

あるので、ここと干合すると言う事は、何かと父親の流れからの因果が影響し

て行く人生展開になるという事になります。

そこで、よく、干合はそこの場所の人は「持って行かれる」と言うのですが、

文字通りこの場合には、持って行かれた訳です。

ＪＦＫの暗殺は彼女の 1963年 6歳の年回りでした。
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6歳の年回りは、誰でも東方が天剋地中になるので、これだけ１つだけでは特に

問題はありません。ただし、これ以外の場所にも位相法が付いていると、

天剋地中の効き目がプラスされます。

この場合には、西方律音ですから、家庭の分岐点となり、中央の半会自体は

家系との融合なので、家系からの断絶にはなりませんが、当然、東方天剋地中

によって、自身の未来が大変化を起こして行く事になります。

実際に、父親が暗殺された事で、今度は自分たちが危ないという事から、

母親は徹底して、表舞台から遠ざかり、ＳＰを付けています。ホワイトハウス

での写真も有名なように、「大統領の娘」だったのは、1年半ほどで、ガラリと

境遇が変わった訳です。

ちなみに、この位相法は、大運も含めて、四大位相法が全部付くと、身体がバ

ラバラになるとされています。片手片足がもぎ取られて・・と言うような形と

習いましたが、まだ、実際に検証したことはありません。

宿命をもう一度さらうと、

これは、目についた所を見てかまいません。この配列は、最初に東西天剋地中

を拾っていますが、それ以外は、

月干支辛亥の異常干支で、辰巳天中殺、陽占では中年期が天将星です。

月干支の異常干支と言うのは、直訳は、家系の中に異常な人がいたという事に

なります。

そして、辰巳天中殺ですから、この人の代は家系から外に出て行く流れです。

カラーが白黒反転と言って、親族とは全く違うキャラクターになりやすい訳で

す。文字通り、この人は政治家ではなくて、ずっと、ハイソの家庭の主婦とし

て生きて来ています。

中年期の天将星ですが、

この天将星は、癸―亥から出て来ていますが、これは、西方の卯によって半会

化木する事によって、根っ子がなくなりますから、
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